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教父哲学で読み解くキリスト教 
キリスト教の生い立ちをめぐる３つの問い 

 

２～４世紀に活躍した東方教父（ギリシア教父）たちは、 

古代ギリシア由来の哲学的な考え方をどのように用いて、 

教義の土台となる「キリスト論」を形成したのか。 

キリスト教の根本思想の背景を明快に解き明かした入門書！ 

土橋茂樹著 
 

ISBN 978-4-7642-6176-1  C0016 

四六判・並製・240 頁 定価 2,640 円（本体 2,400 円＋税） 

イエス・キリストはどのような存在と 

とらえられてきたのか 
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